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2019年・春号 

新事務所のご紹介 

春爛漫の候、会員の皆様におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。 

前号でお知らせしました通り、当協会の事務所は３月１日付けで移転しました。移転直

後は、散乱にした荷物の片付けに追われていましたが、ようやく落ち着いて業務が行わ

れる環境になってきました。あらためて、新事務所の住所と電話番号をお知らせします。 

 当協会の主たる事務所は、前身のJOCA九州支部

の時代から２０年以上博多駅前に置かれてきました

が、今回、固定費の支出を抑えるために、家賃の安

価な物件へ移るべく、博多駅前から離れる決断をし

ました。新事務所は、博多駅からは多少離れている

ものの、福岡市の２大商業エリア「博多駅」と「天神」

の中間に位置し、福岡市地下鉄の中洲川端駅から

徒歩４分であり、また地下鉄の空港線と貝塚線のど

ちらも活用できる場所となります。お近くへ来られた

際は、気軽にお立ち寄りください。 
とてもアットホーム

なオフィスです ☻ 
ところで、新事務所の場所について、全く個人的なことですが、

この場を借りて共有したいことがあります。新事務所が入っている

ビルは冷泉公園の東側に隣接していますが、実は私が３５年前に

初めて就職した職場が、この冷泉公園の北側のビル、現在の

「NTT西日本DOIMACHIビル」、当時の「電電公社土居町電話局」

なのです。自分自身が社会人生活をスタートさせた場所へ、３５年

の年月と６カ国での勤務経験を経て舞い戻って来た形になりまし

た。まさに私自身の「原点回帰」です。もちろん、事務所物件を探し

ているときにはそんなことは全く意識していませんでした。もうすぐ

「平成」が終わり、新しい元号がスタートします。偶然にもこのタイミ

ングで物理的な「原点回帰」を果たしましたので、気持ちの上でも

「初心」に戻り、謙虚に学ぶ姿勢を忘れずに活動しようと、密かに

誓いを立てたところです。今後ともよろしくお願いします。（馬田）  

 2019年度の活動について 
 今年度は、JICA九州の「学校教員／生徒および市民向け国際理解支援」業務にて、「出前講座」

「研修員交流プログラム」等を引続き担当することに加え、ラグビーワールドカップ関連の活動（サ

イドイベントへの協力等）も積極的に行っていく予定です。また、増加する在留外国人への対応を

踏まえ、「異文化理解」や「多文化共生」等における、教育機関や地方自治体との連携も模索して

いきます。会員の皆様からもご要望がありましたら、お気軽にご連絡ください。（馬田） 
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 昨年4月に着任し、1年なんてあっという間だろうなぁ・・・と思っていたら、本当に驚くような速さ

で3月を迎えてしまいました。JICA九州での開発教育支援のお仕事は、私が想像していた以上

に手間ひまを要するもので、それゆえに奥が深く、幅広い世代の皆さんに大きな影響を与える

意義深いものだと実感することができました。そして、開発途上国の現状や国際協力の必要性

を伝えながら、自分自身も学び、考え、行動に移すきっかけを得ることができた1年でもありまし

た。一緒に働いたスタッフ、お世話になった皆さまのお陰で1年間楽しくお仕事をすることができ

ました。この場をお借りして改めて御礼申し上げます。今後は今のこの気持ちを忘れることなく、

一日本人として身近な“できること”に積極的に取り組みつつ、陰ながら九州海外協力協会を応

援していきたいと思っています。 （柴田）  

退職のご挨拶 

 

 皆様、チョムリアップスオー！  

 カンボジアで実施しておりました、「中学校教員指導能力向上プロジェクト」が2019年2月28日をも

ちまして無事終了いたしました！！ 

に驚いております。授業の工夫はもちろんですが、一番驚いたことは先生方で学校の抱える問題を話し合い、アプ

ローチを始めたことです。最初はプロジェクトチームや同僚に授業を見学されるだけでも拒否反応が出ていた先生

も多く、現在のようになるとは想像もできませんでした。今では良い事は共有し、できなかったことは相談する「チー

ムワーク」も生まれています。先生方、本当に頑張りました！！プロジェクトは終了しますが、今後もサポートを続け

ていきます！ 

 このプロジェクトを支えて下さいました皆様、モデル校の先生方、2年間本当にありがとうございました☆（河野） 

『中学校教員指導能力向上プロジェクト』 

    ～ 終了のご報告 ～ 

 プロジェクトを提案した背景には「カンボジアの子ども達が自身で考え、問題を解決できる大人になって欲しい」と

いう願いがあります。残念ながらカンボジアは内戦の影響で家庭で教育を受ける機会がありません。その為、子ども

たちにとって学校教育は非常に重要な学習の機会です。しかし、現在カンボジアの学校で実施されている授業は板

書が中心で生徒自身が考える機会が非常に少ない「暗記型」です。そこを「生徒が中心の楽しい授業」へと変換する

ことを先生方に提案してきました。 

終了証を受取りとびっきりの笑顔を見せる先生方  

 カンボジアの教育現場には様々な支援が入っ

ており、先生方は研修を受けることにとても慣れ

ています。しかし、研修を受けるだけで終わって

しまい、実践にはなかなか繋がっていきませんで

した。 

そこで、私達のプロジェクトでは「すぐに使えるテ

クニック」を紹介し、ワークショップを受けたその

日に実践してもらう！を徹底してきました。また、

先生方には「子ども達の未来＝カンボジアの未

来」であること、内戦の影響で家庭での教育が不

十分であるため、「先生の責任」は非常に大きな

ものであるということを訴え続けました。 

 この2年間でのモデル校2校の変化には目を見

張るものが有り、プロジェクトメンバー一同、本当
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DHL主催チャイルドファンドパスイットバックプログラム  
マスターコーチ研修 in ラオス  

 

福岡県宗像市の日本赤十字国

際看護大学で、「ボランティア論」を担当し後期15

回（10月から1月）の授業を行いました。そもそも

「ボランティア」とは何なのか？という問いから始

まり、多種多様なボランティア活動の実態を紹介

しながら、できるだけ学生たちとの双方向で授業

を進めました。協力隊OVをゲスト講師として招い

て行った「地域ボランティア」「海外ボランティア」

「災害ボランティア」の体験談は大好評でした。後

半は各学生に自分がやってみたいボランティア

活動の計画表も作成してもらいました。大学で一

科目を通しで担当するのは初めてだったため、要

領を得ないことが多く、学生たちにとって有意義

日本全国から選ばれたマスターコーチたち  

★ChildFund PASS IT BACKの詳しい情報はこちら⇒ https://www.childfund.or.jp/activities/pib/  

1月末に1週間、マスターコー

チ研修のためラオスに行ってき

ました。このプログラム、アジア

の子どもたちにラグビーを普及

し、さらにラグビーの持つ価値

をヒントに「生きる力」を学んで

もらうというものです。参加者の

うち女子の参加率は50％以上

となっていて、SDGs⑤，⑪，⑯ 

「ボランティア論」  

な授業になっていたのか、甚だ疑問ではありますが、私自身にとっては非常に学びの多い4ヶ月間でした。今年度も

担当する事になりましたので、昨年度よりもグレードアップさせるため今から作戦を練っています。（馬田） 

ゲスト講師として教壇に立つ小田哲也理事  

にも大いに絡め、アジアの子どもたちと一緒に、ジェン

ダーの考え方や不公平の存在、暴力を使わない問題解

決などを考えます。 

 ラグビーはたくさんの魅力を持っています。ラオスの子

どもたちとタグラグビーを楽しみながら、大いに考えを広

げることができた1週間でした。 

 さて、今年はラグビーワールドカップがここ日本で開催されます。このパスイット

バックプログラムは、ラグビーワールドカップにからめて日本で4回開催され、そのう

ち1回は大分県別府市で開催されます。マスターコーチ米村も九州海外協力協会と

して大いに協力していきます。情報アップデートをお楽しみに！！（米村）  

https://www.childfund.or.jp/activities/pib/


（特活）九州海外協力協会 ☆会員募集中☆ 

当協会では、活動にご賛同いただける団体・個人の皆様を

募集しております。会員の方には四半期毎に発行しておりま

す「九州海外協力協会だより（本紙）」をお送りさせていただ

いているほか、当協会主催・共催のイベント情報などをご案

内しております。ご関心のある方は、以下へお問い合わせ

下さい！ 
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福岡で食す！ネパール＆インド飯！！ 
 今回ご紹介するのは『ASHA HALAL SPICE FOOD & RESTURANT 』 (小倉北区中津口1-11-16／℡093-482-4030)。 

 北九州ではまだまだ珍しいHALALフードのお店ということで

さっそく行ってみると、異国情緒漂う外観を全く裏切ることなく店

内も外国人のお客さんでいっぱいでした。素人にはちょっと説明

不足（??）なメニューにはインドカレー、ネパールカレー各種をは

じめ様々なアレンジを加えたMOMOやネパールの汁麺など約80

品目のお料理が写真付で載っています。ネパールセットは600円

～、インドセットは800円～とランチ並みの価格にも関わらず、

セットメニューのナン、ライス、ダルカレー（も！）はインド料理店ではおなじ

みの『おかわり自由！』とコスパも最高☆ ボリューム

満点のお料理とプチ旅行気分を心ゆくまでご堪能いた

だけます！是非一度お試し下さい♪ 

想い出を解体。 

新しい未来の始まり。  

#スペースワールド ＃スペース

シャトルの解体に涙する北九

州人 ＃ラッキーラビットとその

仲間たちは ＃やっと自分たち

の星に帰れたに違いない ＃い

つか宇宙にも行ってみたい?? 

 

人柄が笑顔に滲み出ているオーナー、
ビカシュさん 

お店の奥にはスパイスや豆
など食材の販売コーナーも
あります 


